
  
【研究背景】 

ダム建設では、工事の最終段階で、
湛水試験を行います。試験湛水ではダ
ムの安全性を確認するために、通常の
ダム運用時の水位(平常時最高貯水位)
より高い標高(洪水時最高水位)まで貯
水位を一時的に上昇させます。この一
時的に湛水する範囲については、最近
は、自然環境などに配慮して、樹木を
伐採しません。一時的に水没した範囲
の高木や低木は、実際に、枯死したり、
衰弱したりするのでしょうか。 

 
 

 
【研究方法】 

三春ダム湖岸の樹林(クリ－コナラ林)に調査地区を設定し、樹林構
成種の種名や出現割合などを、試験湛水前後に継続的に調べました。
また、調査地区内の樹木約 100 本にデンドロメーターを付け、幹の成
長量を継続的に計測しました。 
 

 
【結果・考察】 
・冠水日数約 37 日までは、高木の枯死はなく、低木層や草本層の植被率などの変化も少

なく、樹林は維持されていました。 
・冠水日数が約 37 日を超えると、低木層や草本層に相観的な変化が顕著な変化が見られ

ました。また、冠水日数が 53 日以上になると、高木層の一部の個体は試験湛水後の翌
年から枯死しましたが、53 日以上冠水しても枯死していない個体では、試験湛水終了
後も成長量の低下は見られませんでした。 

・以上の結果から、クリ－コナラ林では、試験湛水での一時的な冠水日数約 50 日が、樹
林を維持できる(高木層
が維持される)目安にな
ることが推定されまし
た。約 50 日一時的に冠
水しても樹林が維持さ
れるデータの公表は、自
然環境やコストに配慮
したダム管理に役だっ
て行くものと考えてお
ります。 
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【冠水日数 53 日以上】 
・高木層：枯死あり。枯死木以外は成

長量の低下なし。 
・低木層・草本層：変化有。

【冠水日数 53 日未満】 
・高木層：枯死なし。成長量の低下な
し 

・低木層・草本層：変化少ない。




